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住所：調布市東つつじケ丘１－５－２
電話：０３ー５３１５ー５４００
担当地域：滝坂小学校・緑ケ丘小学校圏域

（詳細は調布市HPをご覧ください）

調布市地域包括支援センターつつじケ丘

地域包括支援センターは高齢者やそのご家族の総合相談窓口です。

など、様々なご相談をお受けしております。電話、自宅への訪
問、来所、などご希望に合わせた相談方法をお選び頂けます。

麻生 欣吾
センター長

（主任介護支援
専門員）

職員紹介

私たちがお話を伺います
皆様の声をお聞かせください！

山崎 悠里
（看護師）

石黒 聡
（社会福祉士）田島 美穂

（保健師）

石本 高寿
（社会福祉士）

川村 源太
（社会福祉士）

村上 輝明
（社会福祉士）



□ポストに新聞や郵便物が
たまっている

□ATMで「暗証番号がわから
なくなった」と困っている

□荷物を届けた際、家の中が
とても散らかっている

調布市で行っている
「調布市見守りネットワーク事業（みまもっと）」では、
“ゆるやかな見守り”をモットーに困っている方の早期発見
早期介入に努めています。
みなさんの近くで暮らす高齢者の様子が「気になる」「大丈夫かな」「心配だな」
と感じたことはありませんか。例えば

頂いた情報を元に、現状を把握し、医療や福祉サービスにつなげる等様々な支援を
していきます。ご連絡は匿名でも構いません。
困っている方に早期に気づき、関われるようご協力をお願いいたします。

～介護のことなど地域包括支援センターにお気軽にお問合せ下さい～
【例えば】
一人暮らしに不安があり、地域とつながりたい。
入院したけど退院後の生活が不安。
介護保険について知りたい、申請はどうしたらいい？
施設について知りたい。
自宅での介護に疲れてしまった。

必要に応じて介護保険
でレンタル出来ます

困っている高齢者がいたら
地域包括支援センターまでご相談下さい

地域包括支援センターでは、出前講座を承っております。
地域の集いや小集団にて、ご希望のテーマで専門職がお
話をいたします。

・認知症について知りたい
（認知症サポーター養成講座）

・高齢者の地域での見守りについて
・介護保険制度や介護サービスについて など

ご希望の方は、つつじケ丘地域包括支援センターまで

毎年よく耳にする熱中症ですが、高齢の方は、特に注意が
必要です。なぜなら…

温度に対する感覚が弱くなる→「暑くて不快
だ」と感じる感覚が鈍り、喉の渇きを自覚しに
くくなります

体温調整機能が低下する→毛細血管を流れる血液が
減ることで、体温調節機能がうまく働かなくなると
言われています

・喉が渇く前に水分をとる
・エアコンを利用する
（体に直接風が当たらないようにしましょう）

・温度計や湿度計を利用する
室温の目安は２８℃以下、湿度は６０％以下推奨

どのように防げばよいのでしょうか？

熱中症に要注意

出前講座、お申しつけください

出前講座、お申しつけください

工夫して暑い を乗り切りましょう！
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